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　５月21日（金）13時30分よりホテルメトロポリタン盛岡ニュー

ウイングにおいて開催された令和３年度岩手県印刷工業組合通常

総会は理事14名の方にご参集いただき（委任状24名）、事務局よ

り提出された議案はすべて可決承認されました。総会終了後、セ

ルスペクト㈱代表取締役の岩渕拓也様を講師に「アフターコロナ

における地域産業の持続可能性」と題してセミナーを開催。印刷

関連業者を含む34名が参加して熱心に聴講されました。なお、新

型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、総会後の懇親会は中

止いたしました。

提出議案	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 									

第１号議案	 	令和２年度事業報告並びに決算書類の承認の件

	 別紙の通り承認を求む。

第２号議案	 令和３年度賦課金の額および徴収方法決定の件

	 別紙の通り決定を求む。

第３号議案	 令和３年度事業計画および収支予算設定の件

	 別紙の通り決定を求む。

第４号議案	 令和３年度取引金融機関決定の件

	 	株式会社岩手銀行、株式会社商工組合中央金庫と取

引することの決定を求む。

	 ただし、この決議は、次期通常総会まで有効とする。

第５号議案	 令和３年度借入金の最高限度額決定の件

	 一金5,000,000円と決定を求む。

第６号議案	 令和３年度新規加入者の加入金額決定の件

	 一金10,000円と決定を求む。

令和３年度 岩手県印刷工業組合通常総会

講師　岩
いわ

渕
ぶち

　拓
たく

也
や

　氏　セルスぺクト株式会社　代表取締役

　1978 年生まれ、岩手県一関市出身。	慶應義塾大学医学部総合医科学研究センター特

別研究教員、大手診断薬メーカーを経て、2014年盛岡市にセルスぺクト株式会社を設立。	

　JAPAN	VENTURE	AWARD中小機構理事長賞、東北アントレプレナー大賞を受賞。

　2018 年、同社は経産省より「地域未来牽引企業」に選ばれた。最近は新型コロナウ

イルス対策アイテムの取り組みにおいて、SMBC スタートアップ支援プログラムより最

優秀賞、健康寿命延伸のための取り組み事業として、日本経済新聞社スタ☆アトピッチ

Japan より「りそな銀行賞」を受賞した。

【講師プロフィール】
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常日頃からの組合員の皆さんのご理解とご協力に感
謝し、１年間の報告といたします。
　①共同受注事業
　○	復興事業計画推進のため、岩手県ＩＬＣ推進協
議会よりＩＬＣ	PR 用年賀ハガキを受注。

　②復興計画について
【印刷技術及び環境問題対策等の研究】
　○	「感染症対策ＢＣＰセミナー」16名（令和２年
11月 24日）

【地域及び社会への貢献】
　○	第 29 回古紙回収を実施（令和２年４月 15日）
　　31社（56,970 円）
　○	第 30 回古紙回収を実施（令和２年７月 15日）
　　29社（30,050 円）
　○	第 31 回古紙回収を実施（令和２年９月９日）
　　22社		（20,970 円）
　○第 32回古紙回収を実施（令和２年 11月４日）
　　21社	（22,620 円）
　○	古紙回収収益金を岩手県緑化推進委員会へ寄付
（令和２年 11月 5日）（100,000 円）

　○	岩手県緑化推進委員会より「緑の募金」感謝状
を受理（令和３年２月 26日）

【復興へのお手伝いと地域経済の活性化活動】
　○	復興関連図書の販売、情報発信
　　（令和２年４月１日～令和３年３月 31日）
　　売上冊数　49冊　約 27,548 円
盛岡市手づくり村に出版物ブースをつくり、復興関
連印刷物はもとより、タウン誌・各地域の出版物を展
示販売している。

令和２年度事業報告

■事業活動の概況
昨年の世界経済は、新型コロナウイルス感染拡大に
より各国でパンデミックに陥り、世界中で感染防止対
策としてのロックダウンが実施され、大きなマイナス
成長になりました。
日本においても、年明けから大型客船での感染拡大
が始まり、国内各地で感染が拡大し、４月９日には緊
急事態宣言が発出されました。そのため５月・６月に
は経済活動が大幅に減速し、リーマンショック時以上
のマイナス成長になり、日本経済は大きな打撃を受け
ました。
その後も、第２波・第３波の感染拡大が発生し、コ
ロナに翻弄された１年でありました。
県や各支部においても、三密を回避したソーシャル
ディスタンスを守ることが要求され、活動らしい活動
が不本意ながらほとんど出来ない１年になってしまい
ました。
岩印工組の通常総会に始まり、支部総会・上期地区
協議会・ソプテック・夏季ビアパーティー・ボウリン
グ大会・各種研修セミナー・資格試験・新春懇話会な
ど殆どのリアルな取り組みが延期または中止になりま
した。
三密の心配ない復興４事業に伴った各種継続事業及
び盛岡支部との共同事業である古紙回収事業（４回実
施）、県の緑化推進委員会への寄付事業は、例年通り
実施することが出来ました。
また、組合の収支は、殆どの事業が中止のため出費
が減少し、全印工連からの還付金もあり、今年はなん
とか黒字にて終えることが出来ました。

取り組みを念頭に置き、今後も組合員にとって役に立
つ情報の提供を行っていきたいと考えています。ま
た、昨年度実施できなかったジャグラ岩手県支部との
連携もより深めていく所存です。そのため今年度は、
昨年実施出来なかった取り組みと、新たな小集団での
取り組みも含め進めていきたいと考えています。
（1）全印工連の情報提供と連携対応
（2）	全印工連とジャグラ岩手県支部と連携した「知

的財産権の財産的価値」に配慮した官公庁の
実行状況のチェックと要望の継続

（3）	組合財政基盤の充実への取り組みの継続
（4）若手組合員の育成
（5）	各委員会主催の小規模な情報交換の場の設定

（リモート活用）
（6）業態変革に役立つ各種情報の提供
（7）復興 4事業の継続実施
（8）その他　　　　　　　　　　　　　など。
　　	これらの事業の推進には、これまで以上に組

令和３年度事業計画

■基本方針
今年度の世界を取り巻く経済は、新型コロナウィル
スワクチン接種の投与による集団免疫の効果で、収束
に向かい始めた国も出始め、ＩＭＦの観測ではアメリ
カと中国を中心に大きく回復する予想であります。日
本においても、４月よりワクチン接種が始まり、今後
に期待が持てるようでありますが、第４波の感染拡大
で東京オリンピックの開催の是非がどうなるか？全国
の他のイベントにも大きなインパクトを与えるものと
思われ、日本の経済が回復するのかどうかの試金石に
なりそうです。岩手県においては、震災後 10年が経
過し、復興道路などのインフラがほぼ完成し、今後は
ソフト面の新たな支援が始まります。真の震災復興は
これからが正念場です。また、コロナにより減少した
印刷物需要がどの程度戻るかは不透明であり、人口の
減少や業界の構造変化の影響で、今後も印刷物の総需
要は減少するものと考えられるので、各社のより一層
の工夫が必要となります。岩印工組としては前向きな
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　　　　  上期東北地区印刷協議会令和３年度

Ⅰ．全体会議

今回の東北地区印刷協議会は、リアルとリモートの
両面で検討してきました。緊急事態宣言は解除されま
したが、予断を許さない状況にあり、前回に引き続き
ZOOM開催としました。対面でのリアル開催が一番
ですが、国や自治体の感染防止を最優先にとの方針を
考慮致しました。皆様にお目にかかれず残念です。
昨年は SOPTEC とうほくやデザイングランプリを
中止せざるを得ず、東北地区協の事業推進に大きな
狂いが生じた１年でした。今年は既にご案内の通り、
11 月に「SOPTEC とうほく 2021」を開催する予定
です。
さて、先日、「東北の人口減少の本当の姿」という
講演を聞きました。結論から申し上げますと、東北の
人口減少は各県とも同様の傾向が見られます。それは、
20代前半の女性の減少が顕著であるということです。
彼女たちは、東北の地元の企業に魅力を感じず、就職
先に選ばないということです。仕事があるからではな
く、どのように働きたいかを彼女たちはしっかりと考
えています。20 代前半の女性減少という指摘は企業
にとっても非常に厳しい指摘であると考えます。以前、
岩手県知事であった増田さんが、「地方消滅」という
レポートの中で、同様の指摘をしておりました。人口
減少、とりわけ若い女性の減少は地方の衰退をもたら
します。
我々印刷業界は地方の発展に支えられており、地元
密着企業として目先の利益にとらわれず、長期的な視

野を持つ必要があります。多様な人材が働きやすさ
を感じるダイバーシティ経営の取り組みが重要です。
DXを始めとする時代の変化に素早く対応することが
求められますが、それを支えるのは人材力です。良い
人材が来る、良い人材が育つ企業風土作りが、将来の
会社の明暗を分けることになりそうです。
限られた時間ではありますが、本日の地区協が中身
の濃いものとなりますよう祈念しまして、開会の挨拶
と致します。

本日はご多用のところ、上期東北地区印刷協議会に
多数ご参加いただき、主管工組を代表し御礼申し上げ
ます。
東北の震災から 10年が経過しました。人口問題の
話もありましたが、被災した地域、特に沿岸部等では、
避難した方々が戻っていないのも事実です。そうした
関係で、得意先も減少している中、組合員の皆様は何
とか立て直しに頑張っています。そうした厳しい状況
の中、コロナは大きくマイナスに影響しています。
各県で事情は異なりますが、様々な課題を抱えてい
ることと思います。今回の地区協では、各県の問題を
忌憚なく出し合い、お互いに勉強して課題解決に役
立ってもらえればと思います。ワクチン接種が進み、
明るい兆しが見える中、印刷物の需要も戻ってくるか
と思います。しかしながら、業界の抱える根本的な問
題を忘れてはなりません。コロナ禍において環境は大
きく変化している中、各事業所が得意としていること
を強化し、工夫していくことが必要です。
今回は ZOOM開催となりましたが、次回岩手県で
リアル開催ができる時には、岩手県に来てよかったと
思ってもらえるよう準備してお待ちしております。主
管工組を代表して挨拶といたします。

日頃より全印工連に対しまして、ご支援・ご協力を

斎藤誠 主管工組理事長 挨拶（要旨）

滝澤光正 全印工連会長 挨拶（要旨）

針生英一 東北地区協会長 挨拶（要旨）

◆開催日時	 令和３年６月23日（水）13:00～

◆開催場所	 各事業所にて（Zoom）

◆参  加  者	 	全印工連・東北六県工組・報道各社

59名

　　			組合員にとって価値あるセミナーや見学会を
実施していきたい。

（3）地域及び社会への貢献
　　		①	昨年同様、古紙回収事業は社会的評価が高

いため、今年度も４回実施したい。
（4）復興へのお手伝いと地域経済の活性化活動
　　		①復興関連図書の販売、情報発信
　　			前年同様、組合員の皆様へ協力を呼びかけ、

書籍などをより一層充実させていきたい。

合員の皆さんのご理解とご協力が必要となりますの
で、今年度も宜しくお願いいたします。
■復興計画について
令和３年度は、前年に引き続き復興計画４事業を推
進します。
（1）グループとしての共同受注への取組状況
　　		①	「ILC の年賀はがき」の共同受注を今年度

も実施したい。
　　		②その他各種団体からの受注
（2）印刷技術及び環境問題対策等の研究
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賜り誠にありがとうございます。この場をお借りし厚
く御礼申し上げます。
さて、新型コロナウイルス感染の終息にはまだ多く
の時間を要するものと思われます。こうした状況の中、
各工組・各地区協の事業運営において、日頃各役員・
組合員の皆さまには、非常にご苦労いただいておりま
すことに対し、改めて御礼申し上げます。このニュー
ノーマル時代においても、全印工連では各工組との連
携、協力体制の一層の強化を図りながら、本年度も力
強く事業の推進に努めてまいりたいと考えています。
全印工連では DXプラットフォームシステム「DX-
PLAT」の開発を終え、本年度は全国モデル地区でのト
ライアル実施を重ね、システム改修や運用制度設計に
取り組んで、新しい印刷産業の姿を構築することを目
指してまいります。
また、全国の組合員の人材教育に資することを目
的に、経営者・社員向け教育コンテンツ動画の視聴
が可能となる教育動画サイト「印カレ～全印工連の学
んで得する TV～」を５月に開設し、運用を始めまし
た。積極的にご活用いただくようお願いいたします。
今年 10月には、「2020 全日本印刷文化典長野大会」
を開催いたします。リアルとリモートのハイブリッド
方式での開催とする予定です。今の時代にふさわしい
新たな形での文化典となります。３年ぶりとなる文化
典で全国の皆さんとともに全印工連の最新の取り組み
について情報を共有し、組合員の団結と協調を確認す
る場としたいと思います。
本日は全印工連産業戦略デザイン室で取りまとめた
成長戦略提言書「INSATSU	未来トランスフォーメー
ション -産業成長戦略提言 2021-」の概要をご説明
差し上げます。ニューノーマル時代における、各印刷
会社の業態変革、ソリューションプロバイダーへのさ
らなる進化を遂げるためのトランスフォーメーション
について考察したものです。
本年も各地区印刷協議会との連携を通じ、全印工
連の組織力を生かした事業に取り組み、印刷産業の
持続的な発展と豊かな社会生活を創造する「Happy	
Industry」実現に向けて邁進して参りますので、更な
るご支援とご協力をお願い申し上げ、挨拶といたします。

Ⅱ．理事長会（Web会議）

令和３年６月23日（水）
１．	令和２年度収支決算並びに令和３年度収支予算案
を諮り、異議なく承認された

２．「SOPTECとうほく2021」の開催について意義な
く承認された

３．「デザイングランプリTOHOKU2021」の中止に
ついて意義なく承認された

４．	令和３年度下期東北地区印刷協議会は、令和４年
２月16日（水）仙台市「パレスへいあん」で開
催することを報告し、了承された

　　＊令和4年度以降の上期東北地区協の主管工組に

ついては下記の通り
　令和４年度　岩手県印刷工業組合
　→令和５年度　福島県印刷工業組合
　→令和６年度　山形県印刷工業組合
　→令和７年度　秋田県印刷工業組合
　→令和８年度　青森県印刷工業組合
　→令和９年度　岩手県印刷工業組合
　→令和10年度　宮城県印刷工業組合

以降　福島	→	山形	→	秋田	→	青森	→	岩手	→	宮城
５．「印刷人ステップアップ基礎研修会」・「紙断裁機従
事のための特別教育」
新型コロナウイルス感染状況により開催時期を決
定

６．その他情報交換
組合員の減少により、将来的な組合財政・組合運営を
懸念している。
各県工組の事務局の弱体化が全印工連全体の活動に影
響を与える。
全印工連に対し、各県工組の財務・運営面の現状
と課題を把握・分析をお願いしたい。全印工連と
しての支援の在り方を再考する必要がある。

Ⅲ．分科会（Web会議）

令和３年７月13日（火）
〔依頼事項〕 
１．令和３年度事業計画
（１）各種セミナーを計画（ウェビナー形式で参
加可能）
	「経営戦略策定の実践」セミナー（全４回：
9/30、10/28、11/11、12月）
「デザイン経営講習」（全４回：7/28、8/27、
9/29、10/26）
「プロジェクトマネジメント」セミナー（10月）
「地方創生成功事例紹介セミナー」（日時未定）
（２）「新・勝ち残り合宿ゼミ」について
　新型コロナウイルス感染症の影響に鑑み、７月
に開催を11月もしくは１～２月頃に延期し、実
施予定

２．	今後の全国向けWEB配信セミナー（東京開催）
の周知および参加の動機付け
　今年度も東京開催のセミナーをリアル参加と
WEB参加のハイブリット形式で開催

３．事業継承支援事業の周知
（１）事業継承支援センター
　組合員特別価格で行う「事業支援センター」を
開設
必要に応じて本センターを活用
（２）事業継承ガイドブック
　今年度も継続販売
　事業継承の意義や取り組み方、事例などを収録

経営革新マーケティング委員会
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（３）事業継承セミナー
　今年度も「組合支援セミナー」として事業継承
に関するセミナーを２種（Ⅰ事業継承の基礎・概
要編。Ⅱガイドブックを利用した実践編）を用意

４．印刷業経営動向実態調査の実施と普及
　令和３年度の調査は11月を予定
　各工組で周知
　令和２年度の集計結果は８月頃に全印工連WEB
サイトにアップ予定

５．CSR認定事業の普及と啓発
　SDGsと深い関わり合いがあるCSRは、企業と
しての信頼性や社会的責任として重要性が高まっ
ている
　本認定申請時に提出する「CSR取り組み項目
チェックリスト」にSDGsの関連性がわかるよう
に内容を改定
　認定社数は全国126社、第34期ワンスター認
定の募集は5/6～7/30

６．	今後の「共創ネットワーク通信」の配信拡大・
活用
　自社のPRを全国の組合員約4,000社に向けて発
信可能「共創ネットワーク通信」
　５月末時点で117件の記事を紹介中
　今年度はfacebookページとの連携など、組合
員同士で協力会社探しができるコミュニケーショ
ン機能追加などリニューアルを検討

７．各種事業に関わる成功事例等の情報収集および情
報提供
　ソリューションプロバイダー展開、デザイン経
営、地域創生事業に取り組む印刷会社の好事例を
記事にまとめ、組合員に発信。当委員会に情報提
供をお願いしたい

〔協議事項〕
１．事業承継推進、M＆Aによるソリューション等の
課題について

２．	DX実装推進、ソリューションプロバイダー展
開、経営戦略策定、デザイン経営、地域創生事業
等の取り組みに対する意見等
〇	直近５年で２社とM＆Aをしたが、各社の習慣
などの色の違いを合わせるのに苦労している
〇	DX＝合わない、難しいなど、ネガティブな印
象があるので、もっとDXについての詳細や事
例など啓蒙が必要と感じた
〇	スリースターの認定をいただいた。規定の項目
以外でも会社独自の取り組みなどを認めていた
だいた
〇コロナ禍での新商品としてワクチン手帳を開発
し販売している

令和３年７月13日（火）
〔報告事項〕

１．令和２年度技能検定プリプレス職種（DTP作業）
の合格者数

２．技能検定プリプレス職種（DTP作業）の受検料減
額の継続
　2021年４月１日時点で34歳以下（1986年４
月２日以降に生まれた方）の２級受検者
実技・学科とも受検：21,300円→12,300円
実技のみ受検：18,200円→	9,200円

〔依頼事項〕
１．令和３年度印刷営業講座・印刷営業技能審査認定
試験の実施
<実施予定>　東京工組・愛知工組・岡山工組・福
岡工組

２．	教育動画サイト「印カレ～全印工連の学んで得す
るTV～」の周知・啓発
■開設日：2021年５月19日（水）
■教育動画サイト「印カレ～全印工連の学んで得
するTV～」
URL　https://printing-college．com/
＊教育動画サイト「印カレ」自身のメールアドレ
スとパスワード（kyouiku）

３．全印工連特別ライセンスプログラムの周知・普及
４．組合員支援セミナーの周知・普及
５．JPPS、マイウオッチャーの周知・普及
〔協議事項〕
１．	全印工連特別ライセンスプログラム
　　ライセンス数増加の目標数値設定

目標ライセンス増加数：600本　　　　　　(単位：本)

北海道 東北
関東甲

東京 中部 近畿 中国 四国 九州
信越静

17 46 97 181 51 108 52 21 27

〔意見・情報交換等〕
〇	「印カレ～全印工連の学んで得するTV～」を
ご覧いただきたい。
　	あわせて、各県工組において、様々な活動が行
われていると思われるが、動画に収めていただ
き「印カレ～全印工連の学んで得するTV～」
に、どしどしアップしていただきたい（冨澤委
員長）
〇	JPPSの認定および更新に関する情報提供と、
JPPSを活用した和歌山県工組等の官公需好事
例の紹介（冨澤委員長）
〇	JPPSに興味があり、県工組として取り組みを
検討してみたい（岩手県	菊池委員）
〇	各種セミナーのオンライン開催等、コロナ禍に
おける工夫を凝らした開催の模索
〇各種検定試験等の近県工組による視察見学の推
奨

教育研修委員会



令和３年９月号

7

令和３年７月12日（月）
〔報告事項〕
１．	厚生労働省「職場における新型コロナウイルス感
染症対策実施のため～取り組みの５つのポイント
～を確認しましょう！」	

２．	厚生労働省「正社員と非正規雇用労働者の間の不
合理な待遇差は禁止になります！」

３．	厚生労働省「令和３年５月・６月の雇用調整助成
金の特例措置等について」

４．		厚生労働省「固定残業代を賃金に含める場合は適
切な表示をお願いします」
　2021年４月から中小企業でも適応となった正
社員と非正規雇用労働者の不合理な待遇差を禁止
する法令への注意点、固定残業代、雇用調整助成
金に関する情報を、動画視聴にて共有

〔依頼事項〕
１．	環境マネジメントシステム認証・認定制度の普及
推進
（１）GP（グリーンプリンティング）認定制度
（２）環境推進工場登録制度
（３）ISO14001取得支援事業（NetEMS）

２．労務セミナー・幸せな働き方改革セミナーの周知
（１）	「知らなかったでは済まされない労働法

と労働基準法改正セミナー（令和３年度
版）」

（２）	「幸せな働き方改革へむけて！STEP２・
３・４・５セミナー」

　2050年カーボンニュートラルの実現に向けて
環境への取り組みが重要となる旨を共有
　比較的取り組みやすい環境推進工場の登録を組
合員各社へ普及・啓発
　労務セミナー開催の周知に努めることや、教育
動画サイト「印カレ」についても積極的な利用を
促し、情報共有

〔協議事項／意見交換〕
１．	新型コロナウイルス感染拡大防止に関する労務課
題への対応（意見交換）
〇	コロナ渦で経済の衰退、受注・売上の減少を実
感しており、環境への取り組みも大事だが、雇
用等に関する労務への対応に着目している

〇	国内を始め、世界的にワクチン摂取率が上がら
ないことには経済も低迷し、環境・労務に関す
る取り組みへの影響が懸念される

〇	従業員のワクチン摂取に対する企業としてのサ
ポートや、ワクチン特別有給休暇等、働きやす
い労務環境を作る動きも多数ある

２．	環境マネジメントシステム認証・認定の周知・啓
発について
　コロナ渦で積極的な啓発活動が行えない中では
あるが、引続き周知に努める　

〔数値目標〕
１．GP認定（新規）件数：７工場
２．環境推進工場登録（新規）件数：５工場

令和３年７月16日（金）
〔報告事項〕
１．組合員加入拳績工組表彰
埼玉県工組、和歌山県工組　各県１社増

２．各種制度の加入状況の報告
　一部の制度は組合の手数料収入（交付金）とし
て還元

３．令和３年度共済キャンペーン重点工組
全国で15工組、東北は青森県・岩手県

〔依頼事項〕
１．各種共済制度の中で「医療・がん・介護共済制
度」の普及・加入増強
　介護共済は７月より制度の補償がスタート
下記の４つのポイントにより、加入しやすい共済
となっている
①介護に直面した際の費用を、一時金という形で
300万円受け取れる
②仕事と介護の両立が可能である
③	告知は組合員本人の代理告知が可能で、告知義
務はあるが比較的入りやすい
④規模メリットを活かした団体割引10％が適用
され、割安

２．クラウドバックアップサービスの普及・加入促進
令和３年度の数値目標　９社
最小の100キガ（月次4,800円）を推奨

〔協議事項〕
１．組合員の加入促進について
　令和２年度期首組合員数4,302社→令和３年度
期首組合員数は4,136社▲166社。東北各県共に
減少
　より一層の努力が必要とされ、減少の理由や今
後の対策について協議

２．各共済制度加入促進キャンペーンの展開
　各種共済キャンペーン制度の内容が周知されて
いない
　→保険会社より各県工組に出向き、専門的立場
から説明を要請する

３．クラウドバックアップサービスの普及についての
意見交換

〔意見交換〕
　委員会最後に各県のコロナの状況、各県組合員
会社の動向、財政問題、組合加入会社増強の手立
て等、活発な意見交換を実施

環境労務委員会

組織共済委員会
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令和３年７月12日（月）
〔報告事項〕
１．官公需対策アンケートの調査結果
○調査対象　　都道府県庁と市区町村
○調査時期　　令和３年５月
○提出工組数　41工組（６月１日時点）
○調査結果
■最低制限価格制度の導入状況
　導入済	………………………………… 18工組
　導入されていない	…………………… 21工組
　試行中	………………………………… 	２工組
■予定価格の積算方法（複数回答）
　積算資料や物価資料で積算	………… 23工組
　見積ソフトを利用して積算	………… 	６工組
　前年度実績を参考に予定価格を決めている	
24工組
　業者からの参考見積により予定価格を決めている	
25工組
　予定価格の積算は行っていない	…… 	０工組
　わからない	…………………………… 	７工組
■	都道府県における「担当者の権限で契約（随意
契約）できる」等の取り決めの有無
　取り決めがある	……………………… 26工組
　取り決めがない	……………………… 14工組
　不明	…………………………………… 	１工組
■地元優先発注の有無
　実施されている	……………………… 35工組
　実施されていない	…………………… 	６工組
■自社印刷限定制度
　ある	…………………………………… 18工組
　ない	…………………………………… 23工組
■資格要件付き入札
　ある	…………………………………… 18工組
　ない	…………………………………… 23工組
■共同受注事業の有無
　事業を行っている	…………………… 	７工組

　事業を行っていない	………………… 34工組
■官公需適格組合認定取得の有無
　取得している	………………………… 	１工組
　取得していない	……………………… 40工組
■都道府県議員を中心とした議員連盟の有無
　議員連盟有	…………………………… 	６工組
　議員連盟無	…………………………… 35工組

〔協議事項／意見交換：抜粋〕
　昨年度の活動状況、ロビー活動、議員連盟、知的財
産権、官公需適格組合等について
〈全体〉
〇コロナの影響で各県とも官公需対策活動につい
ては不調
〇コロナ特需も含め、地元優先発注を行政に要望
している
〇イベントの中止等コロナの影響は続いている
〇各種補助金・助成金の要件緩和、雇用調整助成
金の延長、景気対策等の要望あり

〈青森県〉	令和２年度に県知事に対し、知的財産権の
取扱いについての要望書提出　

〈岩手県〉	令和元年度に盛岡市で「印刷工程及び知的
財産権」に関する研修会を実施

〈秋田県〉	秋田県、秋田市ともに知的財産権について
は配慮された仕様書となっている

〈宮城県〉	出資組合員である２事業協同組合が官公需
適格組合となっているが、近時有名無実化
にある

〈山形県〉知的的財産権について県は配慮されている
　　　		 	コロナ関係受注はあるものの、短納期等条

件は厳しい

官公需対策協議会
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第3回　官公需に関するアンケート結果　		令和3年 6月実施

回答事業所数：25社（42社中）　回収率：60%

 回答項目 回答（社） 比　率
未だにある　※ 7 29%

稀にある 9 38%

改善された 8 33%

※ 改善された自治体もあり（盛岡市、二戸市、九戸市、盛岡観光コンベンション協会）
　これまでの取引には、知財権の記載はない（滝沢市）

 回答項目 回答（社） 比　率
受けた 6 24%

受けない 19 76%

 回答項目 回答（社） 比　率
明記されている 1 6%

一部明記されている 5 31%

何も記載されていない 10 63%

知的財産権について

 回答項目 回答（社） 比　率
請求をして支払いを受けた 3 19

請求したが支払われなかった 0 0%

請求しなかった 13 81%

設問 回答数 比　率
県や各市町へ改めて要望をする 15 32%

ジャグラとの連携を組む 8 17%

県議会、市議会議員などの協力を要請する 9 19%

講習会（官公庁を含む）の実施 13 28%

その他 2 4%

・書面での説明はないものの、口頭で事前に話すことはありますので、当

面続けていきたいと思います。

・いろいろな方面へこまめに理解を求める活動を継続することが身を守る

ことだと思います。

・以前、市と行った講習会の実施。

印刷データについて

 回答項目 回答（社） 比　率
請求をして支払いを受けた 3 18%

請求したが支払われなかった 1 6%

請求しなかった 13 76%

４． 知的財産権・印刷データの譲渡に対しその代金請求が出来ましたか。

２． １で、あると答えた方、その著作権または印刷デー
タの使用目的や、その期間等について明記されて
いましたか。

３． 見積依頼書・仕様書等に記載がなかったが、印
刷物納品時にそのデータの受け渡しの要請を受
けましたか。

１． 見積依頼書・仕様書等に「著作権又は印刷データを印刷物納品後に発注者に帰属または渡すこと」の一文が、
現在も入っていますか。

５. 知的財産権の取り扱いや印刷物発注等について、官民の相互の理解を図るためには、今後どのようなアプ
ローチが考えられますか。
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７．その他、官公需取引に関して、要望や意見等がありましたら、ご記入ください。

・最低価格制度への促進・要望

・	徐々にですが、官公庁に印刷物に関わる知的財産権の取り扱い、認識が浸透してきていると思います。また、官公

庁側だけでなく印刷業側にも誤解を招かないような啓発活動も継続して行っていった方が良いと思います。

・	自治体及び関係機関に知財権の取り扱いに関する基本的なことを見直してもらえるよう、県から各市町村まで国か

らの方針が一律に行き渡るよう、旧態依然の事例を集めて県出納局に再度申し入れを行うべきだと考える。

・	公共団体には知的財産権の取り扱いに関するガイドラインがあるのかわからないが、発注担当者には是非、知財に

ついて理解していただきたい。

・受注者側にも知的財産権の相談窓口を開設していただきたい。

・「著作権」「著作財産権」「著作人格権」について、実は受注者側も発注者側も理解できていないのが実情ではないか。

・	印刷業者と名乗り、生産設備の印刷機械を持たずに、ブローカーとして跋扈している現状があります。彼らは、用

紙や材料の原価、設備の償却などを知りません。結果、インターネットの印刷料金が原価となり、受注価格が低下

しています。官公需の取引は、予算が決まっており、一度下がると次年度以降もその予算しかつかなくなります。

生産設備を持たないブローカーはネットの外注先が受けなければ、それで終わりで、手を簡単に引くことが可能で

すが、残された業者は見積りの不調や再見積りで不当に廉価な価格で受注しなければなりません。更に官公需では、

地元の経済活性化が必須なはずなのに、地元に税金が回るのではなく、他の自治体、つまりネット業者の所在する

自治体に落としているのです。官公需に対して、生産設備の有無により発注を制限するように、組合として提言さ

れてはいかがでしょうか。このままでは際限なく価格競争に陥り、クオリティーの低い印刷物が街に氾濫し、印刷

業者の存在が薄れてしまいます。SDGs を実現するために、今、行動が必要だと感じます。

・役所の慣習として、前例踏襲のような感覚があるように感じている。繰り返し要請を行うことが必要と思う。

６． 知的財産権（印刷データ含む）について、体験した事や普段感じていることがありましたら、何でも結構です。
お知らせ下さい。

・	昨年 8月、チラシ・PDF データ納品後、B1ポスターに数枚拡大印刷され、駅に貼られていた。（正式な仕様書もなく、

契約書も交わしていなかった）

・	見積依頼書や仕様書に記載されている場合は、PDF データの納品で込みの値段だと思う。記載がない場合でも口頭

で求められる場合がある。印刷データを求められることはない。稀に看板屋に回ることがあるようだ。

・	自治体や出先機関などでは、知財権問題の取り扱いを、旧態依然の考え方を踏襲しているように感じる。したがって、

それらの権利はすべて印刷物代金・納品に含まれていると考えている。

・受け入れないと仕事がやりづらくなりそうと感じられて、受け入れざるを得ない。

・	画像データは業者からただで借りるのが当たり前と認識している人がいる。発注者の自治体からではなく、請負業

者に交渉させている。

・二次使用料についても知ってもらいたい。

・印刷用データの譲渡要求がある。版権については著作権程理解されていない状況だ。

・	著作権の帰属について自治体側でも学習していただきたい。業界に専門講師がいれば、自治体職員セミナーに派遣

してはどうか。

・	知的財産権（印刷データ含む）について、発注者が「知らない」というのが現状のようだ。先日、県立高校で印刷

物納品後にホームページ掲載のため PDF データがほしいという連絡があった。見積依頼の仕様書には記載されてい

ない件である。担当者に簡単に説明して、有償で納品した。官公庁に限らず、啓蒙活動が必要だと感じました。

・	以前（かなり前）には、データ納品で別途料金をいただけた時代もあった。

・	知的財産権を含むデータの渡す際、そのデータのどの部分が相当するのか明記すると、トラブルが避けられると思う。

（秋田県方式？）
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令和3年度　全印工連　共済キャンペーン

　全印工連が行っている共済事業は、多数の組合員に加入いただくことにより、団体契約としてのスケールメリット
が生まれ、一般の保険と比べて割安な掛け金となっています。
　今年度も、共済制度の普及・加入促進のため、令和 3年 9月～令和 4年 3月まで共済キャンペーンを実施します。
組合共済事業にご理解とお力添えを賜りますようお願い致します。

共済キャンペーン 3 制度

◆生命共済制度　◆せつび共済制度　◆医療・がん・介護共済

  各種共済制度の特徴 　

＜生命共済制度（ライフピア）＞
　死亡・高度障害の他、不慮の事故による障害や入院について、24時間保障する共済制度です。新規加入は 70歳ま
で加入でき、75歳まで保障が継続されます。また、掛金の個人負担加入や配偶者の加入も可能です。
　PR ポイント！
★割安な掛金で大きな保障が得られ、保険金は災害で最高	2,000 万円。
★加入期間を満了された場合には、長寿祝金が贈られます。
★	企業が掛金を負担する場合、掛金は全額損金または必要経費となり、弔慰金・見舞金等従業員の福利厚生制度とし
て役立ちます。
★制度の剰余金から、毎年配当金が還元されます（令和２年度実績掛金の 42.5％）。

＜総合設備共済制度（せつび共済）＞
　印刷設備をはじめとする機械設備の事故による損害を補償する共済制度です。オプションを選択すれば、風水害・
地震災害による損害も補償されます。
　PR ポイント！
★一般の機械保険と比較して掛金は大幅に割安です。
★偶然な事故が発生した場合でも、修理代が共済金として支払われるため、経営安定に役立ちます。
★掛金は全額損金または必要経費となります。

＜医療・がん・介護共済＞
　“ 入院から退院まできめ細かく補償 ” をコンセプトに、入院、手術保険金、放射線治療の補償、がん補償に加え、
新たに介護補償を追加しました。加入プランによっては、葬祭費用保険金や退院後通院保険金などの補償や加入者向
けのサービスも用意しています。
　PR ポイント！
★	組合員企業の役員・従業員はもちろんのことその配偶者・子供・両親および同居の祖父母孫・その他親族まで加入
できます。
★病気・ケガともに１日目の入院から補償します。
★加入時の医師の診査は不要（告知のみ）です。
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第33・34回　古紙回収事業

令和３年４月14日（水）曇り　
協力業者26社　総重量6,360㎏
令和３年７月14日（水）晴れ
協力業者26社　総重量5,070㎏
　皆さまのご協力により、無事に終了することができ
ました。
　次回は、９月15日（水）、11月５日（金）に予定し
ております。引き続きご協力よろしくお願い致します。

コロナ感染対策支援
マスクおよび消毒液の配布

　昨年に引き続き、岩手県中小企業団体中央会が実
施する「盛岡市業界団体等運営支援事業」を活用し、
全組合員へマスクおよび消毒液と消毒液自動ディス
ペンサーを配布しました。消毒液自動ディスペンサー
は故障しても廃棄はせず、令和９年３月末日まで保
管いただくようお願いいたします。

トピックス

全員協議会（理事会）
令和３年４月６日（火）
Web会議（Zoom）　出席者18名

　今年１月に開催予定していた全員協議会（理事会）
が新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とな
りました。コロナ禍において組合員の皆さまとの意
見交換の場が少なくなっていることから、当組合で
は初めてWeb 会議（Zoom）を開催し、下期地区協
の報告および組合の活動報告と今後の活動について
話し合われました。

第１回理事会
令和３年５月13日（木）
岩手県青少年会館　出席者14名（書面議決書10名）

　新型コロナウイルス感染防止対策を講じて開催
し、齋藤理事長の挨拶の後、通常総会に提出する議
案書について審議されました。

常任理事会

第１回　令和３年４月 27 日（火）Web 会議（Zoom）
第２回　令和３年５月 13 日（木）
　　　　岩手県青少年会館
第３回　令和３年５月 21 日（金）
　　　　ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング
第４回　令和３年７月 26 日（月）
　　　　岩手県青少年会館

盛岡支部　通常総会
令和３年６月２日（水）
ホテルメトロポリタン盛岡本館　出席者11名

　盛岡支部	通常総会は、出席者 11 名（委任状 12 名）
で、事務局より提出された議案はすべて可決承認さ
れました。なお、総会後の懇親会は新型コロナ感染
拡大防止のため中止しました。
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訃報 組合員動向

令和 3年 8 月 14 日
元工組理事
有限会社金野印刷　会長　金野廣勝	様　享年 87 歳
故人のご冥福を心よりお祈り申し上げます

脱退
令和 2年 8 月 31 日　城南印刷（盛岡支部）
令和 3年 3 月 31 日　㈱スマイリングカンパニー

（盛岡支部）
令和 3年 8 月 31 日現在　組合員数 42 社

今後の組合の予定（行事）

・ 令和₃年₉月15 日（水）  第３回古紙回収（組合事務所）
・ 令和₃年 10 月₈日（金）  全日本印刷文化典 長野大会

（ホテル国際 21）
・令和₃年 10 月 19 日（火） 第５回常任理事会
・ 令和₃年 11月₅日（金）  第４回古紙回収（組合事務所）
・ 令和₃年 11 月 10 日（水）・11 日（木）
  SOPTEC とうほく 2021（サ

ンフェスタ）

・ 令和₃年 11 月 12 日（金）  盛岡支部ボウリング大会
（マッハランド）

・ 令和₃年 11月 18 日（木）  MUD セミナー（メトロポ
リタン盛岡ニューウイング）

・ 令和₃年 12 月₃日（金） 盛岡支部月例会（会場未定）
・ 令和₄年₁月  技能検定〔プリプレス職種

DTP 作業〕（会場未定）
・ 令和₄年₁月 新年交賀会（開催検討中）

お知らせ

人類が食料としてきた最古の木の実で、日本では縄文時代から
常食されていたといわれるこの木の実には、良質な栄養が多く含まれてい
ます。特に、悪玉コレステロール値を低下させ、善玉コレステロール値を
維持または上昇させる働きがある「オメガ３脂肪酸」の含有量は、ナッツ
類の中ではナンバーワン。また、腸活効果抜群の食物繊維や赤ワインより
多く含まれているというポリフェノール等々、近頃はスーパーフードとし
て注目されています。さて、この栄養豊富な木の実の名前は？

▪送り先／���答え、会社名、氏名をご記入のうえ当組合事務所
　　　　　���（当紙表紙に記載）まで FAX またはメールでご回答下さい。
▪応募締切／ 2021 年 10 月 29 日（金）
▪当選発表／賞品の発送をもって代えさせていただきます。

Q. クイズコーナー

今
回
の
景
品

　南
部
炭
染
マ
ス
ク

前回の答え 
前回の答えは

「満月および新月（月なし）」でした。
残念ながら、前回は正解者がおりま
せんでした。
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本　　　社　〒130-8666　東京都墨田区吾妻橋 3-11-1　　　　TEL.03-5608-7806
東北営業所　〒984-0822　宮城県仙台市若林区かすみ町 8-54　TEL.022-282-8851
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＊現像廃液・定着廃液及び古フィルム、廃油、洗浄液の処理を御用命下さい。

〒028-7801 岩手県久慈市侍浜町堀切11-136-5

TEL 0194-58-3833 FAX 0194-58-3057

長代商店は皆様の産業廃棄物の処理に
誠意をもってお手伝い申し上げます。

＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。




